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　振り返ってみると，毎年，夏～夏過ぎの編集後記の冒頭には，猛暑・豪雨の異常気象のこ
とを書いてきたように思います。ただ，これだけ毎年延々と続くとなると，これは単に異常
気象というよりも，残念ながらこの極めて過酷な気象が日本では普通になってしまったと言
わざるを得ません。
　さて本号では，サルコイドーシスを始めとする肉芽腫性疾患を中心に貴重な報告が掲載さ
れています。サルコイドーシスの診断は，他の多くの多因子的疾患と同様，診断基準を参考
になされることが多いと思います。ただ，2006年と 2015年の診断基準のいずれを用いるか
で，診断が異なることがあり得ます。以前の診断基準では皮膚のみのサルコイド病変だと診
断困難だったものが，現在の基準では皮膚のみの病変でも組織診断が行われていれば診断可
能となっています。
　実は，診断基準の在り方を考えれば，それは不思議なことではありません。でも，それで
は診断基準とは一体何なのかという基本的な疑問が生じてきます。「その疾患」と診断する
際に用いる診断基準においては，特異度，感度ともに高くなることを目指していくつかの診
断項目が設定されています。そして，個々の症例の診断においてそれぞれの項目を検討し，
一定の基準を満たせばその症例は「その疾患」と診断できることになっています。しかし，
もともとの「その疾患」という概念はどのように設定されているのでしょうか。それは，多
くの専門家が一致して「その疾患」と考える病像というしかありません。診断基準は，専門
家が思い描いている「その疾患」の範疇に入る確率が高いかどうかをみる基準ともいえます。
　また，診断基準とは別に分類基準という言葉もあります。分類基準は，臨床研究を行う際
に，均一な症例を選ぶための基準ですが，全身性エリテマトーデス（SLE）や関節リウマチ
などでは，それが診断基準としても用いられています。
　診断基準も分類基準も，個々の症例が，ある疾患らしい，あるいはある疾患のなかで比較
的均一なグループに入るらしい，ということをあぶりだすために用いるものです。診断基準
や分類基準を満たさないので，その疾患を否定しました，といえるようなものではありません。
　15年前に，本誌増刊号で，「手許に置きたい診断基準とその解説」という特集を組みまし
た。それに対して，当時本誌顧問だった故上野賢一先生から，お叱りを受けたことがありま
す。臨床家として目指すのは，その前年に特集した「病態から考える皮膚疾患診療手順」で
あって，編集の姿勢に問題があるというご指摘でした。過去の出来事を思い返しつつ，いつ
の時代でも診断基準を絶対視しがちな若い先生方に，あらためて，その限界を含めた意味を
考えていただきたいと思い，不正確な解釈ながら，あえて言及させていただきました。
 （土田哲也）
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